
転載はご遠慮ください。

1

2026年度医学部医学科・附属病院
新規採用教員のFD研修その１（1/3）

愛媛大学医学部附属総合医学教育センター

1

医学教育分野別評価（JACME）
２巡目の受審と評価結果
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「分野別評価」の受審結果の公表

愛媛⼤学医学部医学科における「医学教育分野別評価」
２巡⽬受審の結果と問題点 、愛媛医学、45(2):87-94, 
June 2026

医学教育分野別評価に基づく医学教育の質保証（エディ
トリアル）、愛媛医学、39(3):107-109, 2020

「医学教育分野別評価」受審後の着眼点〜受審を受けた
20⼤学の⽐較〜、愛媛医学、39(3):118-122, 2020

分野別評価の指摘からみた本邦における医学教育体制の
課題〜⽇本医学教育評価機構による２巡⽬評価結果の
分析〜、愛媛医学、42(4):177-187, 2023
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「医学教育分野別評価」とは...

・⽇本の医学教育における質保証の制度
・⽇本医学教育評価機構(JACME)が⾏う
・世界医学教育連盟(WFME) グローバル

スタンダード準拠の⽇本語版評価基準
・９領域、36の下位領域、約200の項⽬
・各⼤学の⾃⼰評価とJACMEの外部評価
・実地調査は４⽇間（1巡⽬は５⽇間）
・認定期間は最⻑７年、２巡⽬が進⾏中
・本学の認定︓2019年10⽉〜2026年9⽉
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「分野別評価」の２巡⽬への対応

・2024年４⽉、プロジェクトチーム⽴上げ
・2024年８⽉、年次報告書を作成して提出
・2025年８⽉、⾃⼰点検報告書(330p)提出
・ 〃 ９⽉、事前質問事項への回答を提出
・ 〃 10⽉、当⽇のプレゼン資料等の準備
・ 〃 10⽉下旬、実地調査と⼝頭での講評

（2025/10/21~24）
・2026年１⽉、評価報告書(案:未確定) 確認
・2026年中 評価報告書の確定・公表予定
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「分野別評価」の２巡⽬の受審結果

☆優れた点
・多数の⼤学と合同した多職種連携教育を実践
・臨床実技をより効果的かつ安全に習得できる
よう、シミュレーション教育を幅広く導⼊
・テニュア教員になるために⻑時間の能⼒開発
プログラムの受講を義務化し、総合⼒の⾼い
⼤学教員を育成
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「分野別評価」の２巡⽬の受審結果

★改善を要する点（その１）
・⾏動科学のカリキュラムを体系化し、実践すべき
・主要な診療科における実習期間を⼗分に確保すべき
・さらなる⽔平的統合・重直的統合の推進が望まれる
・（全学年で）態度を含む評価を確実に実施すべき
・臨床実習において、workplace-based assessment

などの様々な評価を有⽤性に合わせて活⽤すべき
・⽬標とする学修成果（学修⽬標）に整合した評価を

⽤い、学修成果（⽬標）の達成を保証すべき
・臨床実習において時機を得た、具体的、建設的な

フィードバックを⾏い、記録を残すことが望まれる
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「分野別評価」の２巡⽬の受審結果

★改善を要する点（その２）
・全ての教員に対して更なる能⼒開発(FD)の機会を

提供すべき
・医学教育プログラム評価の体制を⾒直し、医学科

カリキュラム評価委員会の役割を明確にし、活動を
さらに充実すべき

・教育プログラムの課題を特定し、課題への対応を
検討し、カリキュラムに確実に反映させるべき

・医学部の使命と学修成果（学修⽬標）に照合して、
定期的に、執⾏部の評価を⾏うことが望まれる

 他
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「分野別評価」の２巡⽬の受審結果

★改善を要する点（学⽣の評価）
・⾏動科学のカリキュラムを体系化し、実践すべき
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・さらなる⽔平的統合・重直的統合の推進が望まれる
・（全学年で）態度を含む評価を確実に実施すべき
・臨床実習において、workplace-based assessment

などの様々な評価を有⽤性に合わせて活⽤すべき
・⽬標とする学修成果（学修⽬標）に整合した評価を
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【⽬標とする学修成果】
＝学習の到達⽬標

ディプロマ・ポリシー

☆医学科DP（右）には
知識・理解
思考・判断
興味・関⼼・意欲
態度
技能・表現

が含まれる
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⽤語の解説︓⽬標に整合した評価
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【⽬標とする学修成果に整合した評価とは︖】

☆医学科DP（右）には以下の項⽬が含まれる︓
知識・理解
思考・判断
興味・関⼼・意欲
態度
技能・表現

（参考︓臨床研修指導医講習会）
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⽤語の解説︓⽬標に整合した評価
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【⽬標とする学修成果に整合した評価】

☆医学科DP（右）には以下の項⽬が含まれる︓
知識・理解 ⇒ 筆記試験、客観試験、等
思考・判断 ⇒ ⼝頭試問、レポート、等
興味・関⼼・意欲⇒ ⾃⼰評価・相互評価、等
態度（良い/悪い）⇒ 実習中の観察(記録)、等
技能・表現 ⇒ 実技試験・OSCE、等

※分野別評価ではシラバスへの記載や評価の記録が求められる
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⽤語の解説︓⽬標に整合した評価
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【総括的評価】
・学⽣の成績、単位認定、進級判定、卒業判定

【形成的評価】
・学⽣への指導、フィードバックに⽤いられる
・評点をつける ≪ 適切にフィードバックする
・臨床実習で学⽣を指導する時、指導者は実習中
に実習の現場で学⽣の学修レベルを評価しながら
そのレベルにあった指導をすることが必要であり
それが形成的評価である。

（令和４年度改訂版 医学教育モデルコアカリキュラム p.203）

⽤語の解説︓形成的評価と総括的評価
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【mini-CEX】
・mini-Clinical Evaluation eXercise
・簡易版臨床能⼒評価
・学⽣が医療⾯接(病歴聴取)や⾝体診察を⾏う際
に、指導医が直接観察して、下記に挙げた観点か
ら学⽣のその臨床能⼒を評価し、フィードバック
する。
①病歴聴取 ②⾝体診察 ③コミュニケーション
能⼒ ④臨床判断 ⑤プロフェッショナリズム
⑥マネジメント ⑦総合

（令和４年度改訂版 医学教育モデルコアカリキュラム p.203）
（ http://jsme.umin.ac.jp/guide/la22/text/idx2.html ）

臨床実習での形成的評価（フィードバック）
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【DOPS】
・direct observation of procedural skills
・臨床技能直接観察評価
・学⽣が臨床⼿技を⾏う際に、指導医が直接観察
して、下記に挙げた観点から学⽣のその臨床能⼒
を評価し、フィードバックする。
①適応、解剖、⼿技の理解 ②インフォームド・
コンセントの取得 ③事前の準備 ④技能
⑤清潔操作 ⑥安全への配慮・援助の要請
⑦⼿技後の管理 ⑧コミュニケーション ⑨プロ
フェッショナリズム ⑩総合(概略評価)

（令和４年度改訂版 医学教育モデルコアカリキュラム p.205）

臨床実習での形成的評価（フィードバック）
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ご視聴ありがとう
ございました。
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